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イベント概要 

 

[企業名]  GMO グローバルサイン・ホールディングス株式会社 

 

[企業 ID]  3788 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2024 年 12 月期 通期決算説明会 

 

[決算期]  2024 年度 通期  

 

[日程]   2025 年 2 月 13 日 

 

[ページ数]  31 

 

[時間]   15:00 – 15:28 

（合計：28 分、登壇：20 分、質疑応答：8 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

代表取締役 社⾧執行役員  青山 満（以下、青山） 
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登壇 

 

司会：本日はお忙しい中、GMO グローバルサイン・ホールディングス 2024 年通期決算説明会に

ご参加いただきまして、誠にありがとうございます。本日の説明会は代表取締役、青山満よりご説

明をさせていただきます。説明終了後、質疑応答の時間を設けております。 

それではこれより開始させていただきます。青山社⾧、お願いいたします。 

青山：青山でございます。本日はお忙しい中、ご参加いただき、誠にありがとうございます。 

さっそくですが、2024 年 12 月期通期決算についてご説明いたします。 

 

決算説明に入る前に、今年の GMO インターネットグループ全体のスローガンについてお話をさせ

ていただきます。近年のサイバー攻撃の激化、そして 1995 年に始まったインターネット革命が折

り返し地点を迎えた今、「すべての人に安心な未来を」というキャッチコピーのもと、スローガン

として「ネットのセキュリティも GMO」を掲げ、グループ一丸となりセキュリティ事業に全力で

取り組むことが決定いたしました。 

当社につきましては、世界で 4 社しかないグローバルでシェアを持つ電子認証局のうちの 1 社とし

て、その中心を担ってまいります。セキュリティの基盤である電子認証・印鑑事業のみならず、ク
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ラウドインフラ事業、DX 事業においても、グループシナジーを生かし、セキュリティを付加価値

とした唯一無二のサービスとして差別化を図ってまいります。 

 

さらには、当社事業についてのブランディング活動も充実させてまいります。 

電子認証事業自体、一般的には耳なじみのない言葉ですので、インターネット上の見えない部分で

貢献していることの理解促進を図るため、ブランディングページを公開いたしました。 

また動画にて、e シールや C2PA など、我々が取り組んでいるミッションについて、図解を用いた

説明で、日本語だけではなく、英語での発信も開始しております。このような活動の成果といたし

まして、昨今メディア様から取材依頼の機会も増えており、また高校から企業見学の要請もあり、

当社が担っているセキュリティの重要性を理解していただきました。 

今後も、ブランディング活動は重要なミッションとして継続してまいります。 

それではここから決算説明をさせていただきます。 

こちらが本日のアジェンダになります。初めに連結業績についてご報告させていただき、続いて各

事業の状況についてご説明いたします。 
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それでは、通期の決算概要についてご説明いたします。 

2024 年 12 月期通期の決算ハイライトについてご説明いたします。注力事業である GMO サインと

GMO トラスト・ログインは引き続き好調に事業を拡大させており、ともに前期比 40%以上の売上

成⾧を達成いたしました。 

電子認証・印鑑事業全体につきましても、第 4 四半期における GMO サインの黒字化、同じく欧米

における SSL 証明書の販売復調により、通期での売上は前期比 11.7%と、成⾧を維持いたしまし

た。 
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こちらが 2024 年 12 月期通期の決算サマリーです。 

連結業績は売上高が 191 億 6,600 万円、営業利益が 12 億 4,600 万円となりました。 

主に重点商材の成⾧により、前年比で約 10%の増収となっております。当社は、2024 年 12 月期

の配当性向を当期純利益の 50%をめどとする方針を策定しております。当連結会計年度に関しま

しては、期初の通期予想を上回りましたので、増配を予定しております。 
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こちらが四半期ごとの売上高推移です。 

第 4 四半期における連結売上高は 50 億 9,400 万円となり、前年同期比で 9.2%の増収となりまし

た。 

第 3 四半期において、景気影響等により、中国の SSL 証明書の販売が減少いたしましたが、第 4

四半期の欧米における受注環境の改善により、それをカバーいたしました。 

国内では、GM サインおよび GMO トラスト・ログインの継続的な成⾧もあり、その結果、電子認

証・印鑑事業は前年同期比の約 10%の増収となりました。 

クラウドインフラ事業では、CloudCREW の順調な売上成⾧により、前年同期比で 7.7%増収とな

りました。 

DX 事業につきましては、微減という結果になっております。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790 米国  1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
7 

 

 

第 4 四半期の営業利益は前年同期比では微減の 4 億 3,100 万円となりました。しかし、第 3 四半

期との比較では、GMO サインの単月黒字化および SSL サーバ証明書の売上増加により、大きく伸

⾧しております。 

 

営業利益の増減分析についてご説明いたします。 
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当期の営業利益は、前期比 4,200 万円減少の 12 億 4,600 万円となりました。売上が約 16 億 6,000

万円増加した一方で、グローバルサインの電子認証サービスにおいて、電子認証局のシステム開発

を継続しているため、売上原価および減価償却費が増加しております。また、クラウドインフラ事

業におけるソフトウェア利用料の値上げも売上原価増加の要因となりました。 

 

販管費の四半期推移はご覧の通りです。 

先ほどご説明した通り、将来の成⾧を見据えた投資として、電子認証局のシステム開発継続によ

り、減価償却費が増加しております。また人件費につきまして、特に欧米地域において高騰してい

る影響もあり、通期では約 4 億円増加いたしました。 
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決算概要の最後は、エリア別の売上高とパートナー数の推移についてです。 

まず、売上につきましては国内、海外ともに増収ですが、特に日本国内で大きく伸⾧したため、海

外比率は 2.2 ポイント減少しております。 

また北米地域では、他社からの電子証明書の乗り換えの需要増加もあり、売上を伸ばしておりま

す。 
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2025 年 12 月期の業績予想についてご説明いたします。 

通期の業績予想は、売上高が 203 億 9,700 万円、営業利益が 14 億 3,400 万円となります。 

冒頭でお話ししました GMO インターネットグループのスローガン「ネットのセキュリティも

GMO」のもと、当社はそのセキュリティユニットの中心となり、注力事業をさらに拡大し、また

グループシナジーを最大限活用して、全セグメントでの売上成⾧を図ります。 
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こちらはセグメント別の業績予想です。 

前年同様、電子認証・印鑑事業が全体を牽引することで、売上利益ともに伸ばしてまいります。 

クラウドインフラ事業では、CloudCREW のさらなる成⾧、ならびにその他の商材のリブランディ

ングも予定しており、主に法人向けクラウドサービスの確固たる地位を確立するよう邁進してまい

ります。 
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ここからは各セグメントの事業についてご説明いたします。 

初めに、電子認証・印鑑事業です。 

当セグメントのサービス概要はご覧の通りです。 

当社は自社保有の電子認証局の技術とノウハウを強みに、さまざまなサービスを展開しておりま

す。 

グローバルサインは SSL サーバ証明書で国内シェア、ナンバーワン。GMO サインは契約送信件数

で国内ナンバーワン。GMO トラスト・ログインは連携アプリ数で国内ナンバーワンとなっており

ます。 
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四半期ごとの商材別売上推移です。 

重点商材である GM サイン、GMO トラスト・ログインは順調に右肩上がりの成⾧を続けており、

ともに前年比で 40%以上の売上成⾧を達成いたしました。両サービスともに、大企業様への導入

増加がストック売上の増加に寄与しております。 
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こちらは GM サインの KPI 推移となります。 

累計の契約者数、そして四半期ごとの契約送信件数ともに、前期比で 40%の増加と順調に成⾧し

ております。前のスライドの通り、売上成⾧も同様に 40%以上ですので、有償化への切り替えが

順調に進んでいることがおわかりになるかと思います。 

 

次に、GMO サインの ARR の推移についてご報告いたします。 

ARR は前年同期比で 45%の増加と、引き続き高い成⾧を維持しております。継続して取り組んで

いるウェブ広告出稿や、フリープランのお客様に対する有料化キャンペーン施策の効果が高い成⾧

率の要因となっております。 
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こちらは導入企業の一覧です。 

有料契約を締結いただき、掲載許可を得た企業様のみを掲載しております。 

直近でも、タクシー配車アプリを運営する GO 株式会社様に導入いただくなど、契約送信数をより

多く見込める企業様への導入が増えております。今後もさまざまな企業様にご満足いただけるサー

ビスを提供し、さらなる市場拡大を目指してまいります。 
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続きまして、成⾧に向けた取り組みをご紹介いたします。 

初めに、電子認証関連の事業について 3 点ご説明いたします。 

VMC と呼ばれるメールロゴ認証証明書を、今期より提供開始いたします。企業が自社ブランドの

信頼性を視覚的にアピールし、なりすましメールやブランドイメージの毀損を防ぐためのソリュー

ションになります。当社は、メールにブランドのロゴを表示するための世界規格である BIMI のリ

ストに掲載されているわずか 3 社のうちの 1 社でもあります。 
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次に e シール、電子社印についてです。 

当社では、2022 年より、帝国データバンク様などの協業社と実証実験を続けてまいりましたが、

先般報道があった通り、総務省より今年 3 月に国の認定制度を創設し、今年度中に運用を開始する

旨、発表がありました。この制度を追い風に具体的な e シール対応サービスの事業化に取り組んで

まいります。 
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3 点目はデジタルコンテンツへの信頼性、信ぴょう性、来歴を担保するための標準化仕様を行って

いる団体である C2PA の参加になります。 

昨今の生成 AI の一般化により、デジタルコンテンツの信頼性問題、言い換えればフェイク動画を

使ったニュースの問題が顕在化しております。C2PA の仕様では、コンテンツの信頼性確保に電子

証明書の技術を利用します。ここに、グローバルサインの技術やノウハウを十分生かすことができ

るものと考えております。 

 

次に GMO サインに関連した成⾧に向けた取り組みについてご説明いたします。 

1 点目は、GMO サイン電子公印です。 

昨年 11 月に、デジタル庁が推奨する電子化した処分通知の交付方法に当サービスが対応いたしま

した。これにより、処分通知への電子署名だけではなく、交付についても、デジタル庁が推奨する

方法にのっとった運用が可能となりました。既に白馬村および東大阪市へ導入しており、現在多く

の自治体様から引き合いがございます。当サービスは、電子契約サービスの中でも、弊社唯一のサ

ービスであり、また契約書と比べて、電子化の件数も多いため、もちろん売上貢献にも期待してお

ります。 
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2 点目は認定タイムスタンプです。 

昨年 11 月より自社運営のタイムスタンプ、認定タイムスタンプ byGMO の利用を開始いたしまし

た。コストメリットはもちろんのこと、従来利用しておりましたセイコータイムスタンプサービス

と併用することで、冗⾧化によりサービスレベルの向上につながっております。また同時に、約

10 年で保証期間満了となる電子文書の信憑性を担保し続ける新機能、延⾧タイムスタンプの提供

も開始いたしました。⾧期保存が必須の書面についても、安心して GMO サインをご利用いただき

ます。 
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続いて、自治体への導入状況についてご説明いたします。 

第 4 四半期も、熊本県を初めとする九つの自治体様に導入いただき、導入数は 141 件となりまし

た。先ほどご説明した GMO サイン、電子公印ならびに自治体が重視するセキュリティ認証を業界

で唯一、全て保有できたことは、今後の自治体導入数拡大の起爆剤になるものだと確信しておりま

す。自治体導入数でもナンバーワンを目指し、事業成⾧をしてまいります。 
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電子認証・印鑑事業の最後に、GMO トラスト・ログインの状況についてご説明いたします。 

重要 KPI である有料契約者数は、前年同期比で 23.6%増加。有料 ID 数も 30%増加と順調に事業成

⾧が進んでおります。昨年より進めている販売代理店施策のさらなる強化、ならびに新たな施策と

して、SaaS ベンダー様向けへの紹介制度として、リファラルプログラムを開始いたしました。そ

れらの施策とともに、今期は人材採用も積極的に行い、さらなる拡大を進めてまいります。 

 

こちらは GMO トラスト・ログインの導入企業の一例です。 

ご覧の通り、大企業様への導入が増加しており、直近でも大型案件の獲得を見込んでおります。 
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続いてクラウドインフラ事業についてご説明いたします。 

クラウドインフラ事業における商材別の四半期ごとの売上推移について、ご説明いたします。 

第 4 四半期の当セグメント全体での売上高は、前年同期比 7.7%増加の 17 億 4,100 万円となりまし

た。通期で見ると、6.0%増加の 66 億 3,400 万円となっております。そのうち主力商材である

CloudCREW の売上高については、前年同期比 48%増の 6 億 6,700 万円と当事業を牽引しておりま

す。GMO サイバーセキュリティ by イエラエ社と提携するなどの取り組みも行っておりますが、

今期は新たにグループジョインした GMO Flat Security 社の脆弱性診断ツールとも連携を行い、競

合との差別化を図り、さらなる事業拡大を進めてまいります。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790 米国  1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
23 

 

 

最後に、DX 事業についてご説明させていただきます。 

最初に、アプリ事業の状況についてご説明いたします。 

GMO お店アプリの導入店舗数は協業サービス、おみせポケットと合計で、前年同期比 18.5%増加

して 3 万店舗を突破いたしました。モバイル商品券プラットフォーム byGMO では、星野リゾート

様にてプレミアム商品券としての利用目的で導入いただくなど、自治体以外への導入も増加してま

いりました。 
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アプリ事業における成⾧に向けた取り組みをご紹介いたします。 

従来は、主に地方自治体が発行するプレミアム商品券や地域通貨のデジタル化サービスの位置づけ

でしたが、近年は、企業で活用する株主優待券や福利厚生の一環として、社内で発行するプレミア

ム商品券などのデジタル化ニーズが高まっております。今後は、一般企業からのリード獲得が成⾧

の鍵となりますので、しっかりと用途の認知拡大に努め、機能拡充を含め提供価値を創出してまい

ります。 
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続いて、DX 事業における AI 分野での投資事業である、hakaru.ai byGMO についてご説明いたし

ます。 

登録メーター数も順調に増加しており、累計での登録数は前年同期比 14%増加し、7 万メーターに

迫っております。また 12 月には、点検業務に特化した ugo 社の小型ロボット、ugo mini との正式

連携をリリースいたしました。 

今後は、このような外部サービスとの連携および大手販売代理店の開拓を進め、さらなる拡大を目

指してまいります。 

2024 年 12 月期通期決算についての説明は以上になります。 

「コトを IT で変えていく。」、GMO グローバルサイン・ホールディングスを引き続きよろしくお

願いいたします。 

ご清聴、ありがとうございました。 

 

  



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790 米国  1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
26 

 

質疑応答 

 

司会 [M] ：続きまして質疑応答に移らせていただきます。ウェビナーにご参加の皆様のご質問を

お受けいたします。ご質問のある方は画面下の QA よりご質問内容をご入力いただくか、画面下の

挙手マークボタンを押してお待ちいただきますようお願いいたします。 

それでは質疑応答を開始いたします。では最初にお電話で入られている方、挙手いただいている

方、ご発言をお願いいたします。 

[Q]：よろしくお願いします。二つです。1 つは、ガイダンスに関してです。今期、GMO サインも

黒字化して、加えて国内 SSL の値上げがあります。電子認証・印鑑もうちょっと増益するものだ

と思っていましたが、ちょっと私の予想には届かなかったようなところになります。 

私の試算ですと、この二つの要因だけで 1.8 億円以上の増益要因になるのではないかと思っている

のですけれども、今期ガイダンスが 1.8 億円の増益にとどまったのは、どういった背景があるので

しょうか。何か償却費が増えるかとか、そのあたり、増減益分解みたいなものをご説明いただけま

すでしょうか、1 点目です。 

青山 [A]：はい。では 1 点目についてご回答させていただきます。まずは為替の状況が不透明な状

況ですので、かなり固めの数字を出しております。また今日、先ほどの説明で新しい、特に電子認

証事業の新しい取り組みについて、3 点ご説明させていただきましたけれども、特に VMC、今年

から販売開始します。今年の春の予定ですけれども、この辺りの数字については、全く入れており

ませんので、実際にはもっといけるというふうには考えております。 

[Q]：すると何か GMO サイン、どのぐらい増益して、VMC の為替をどのぐらい保守的に織り込ん

でみたいな、そういう定量的な分解はございますでしょうか。 

青山 [A]：まず GMO サインに関して言うと、昨年から、今年もそうなんですけど、前期それから

今期においても、利益面では 3 億から 4 億円のプラス、引き上げになる予定です。不透明な部分と

いうのは、グローバルサインの方で、ここについてはかなり固めとさせていただいております。為

また替についてですが、私ども社内での為替の計画については、今のところは未公開です。 

[Q]：御社は、為替が円安に転ぶとネガティブなのでしょうか、円高に転ぶとネガティブなのでし

ょうか。それでいくらかとまではいかないのですが、どっち方向のどういったリスクを保守的に見

られたのでしょうか。 
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青山 [A]：私ども海外の売上が非常に大きいということ。特にドルだけではないのですが、ユーロ

であったりポンドも絡めますけれども、全体で言うと、円安の方がプラスになります。 

[Q]：わかりました。念のため円高リスクにも備えたガイダンスを出されたということですね。 

青山 [A]：はい。その通りです。 

[Q]：承知いたしました、ありがとうございます。2 問目ですが、やはり GMO サインです。非常

に良好な伸びで、今期も 3 億円ぐらい増益要因になられるということで、非常に堅調なのですが、

ここの成⾧に何の問題もないと考えていいのでしょうか。つまり、今期はコンサバに見ているけれ

ども、このまま GMO サインが順調に伸びていったら、3 億円ぐらいの増益要因というのは引き続

き続くのか。または、もっと施策にて加速するのか、減速するのか、みたいなそういった電子契約

の競争関係の見通しに関して教えてください。以上です。 

青山 [A]：競争環境というよりは、現時点では、市場の企業側の導入状況が一番大きく今後の成⾧

に影響すると考えております。たとえば不動産業界、いまだに判子を使っている会社様がほとんど

です。この辺りが、今後どんどん変わっていくことになると思います。足元を見ていても今、非常

にこの送信件数というのがどんどん伸びている状況ですので、ここは確実に今以上の成⾧になって

いくというふうに考えております。 

ただ計画上は、今の成⾧のスピードを維持するという形で計画を立てております。ですので、それ

以上に伸ばしていきたいと考えています。 

[Q]：ありがとうございました。すみません、イレギュラーですが、もう 1 点だけ質問させてくだ

さい。前期（2024 年 12 月期）の営業利益も、下振れてしまって、ちょっと私の記憶が正しけれ

ば、しばらく、ガイダンス下振れ基調が続いているかと思います。前期の下振れに関する整理みた

いなものと、あと今期は固めに積んだとのことですが、実績の未達も織り込んで、前よりもさらに

保守的に積んでいただいたと期待してよいんでしょうか、もう一度、解析など堅さに関して確認さ

せてください。以上です。 

青山 [A]：はい。まず、前期の下振れの一番大きな要因としては、第 3 四半期の中国での SSL 販

売が、特に大口代理店様の販売が一時的な要因で不調に陥ったと、かなり大きな金額で陥ったとい

うのがあります。ここはもう回復基調にありますけれども、ただやはりチャイナリスクも含めて、

ここは固めに読んでおります。 

[Q]：わかりました。もう本当に去年よりも堅いので、今期に関してはいよいよ自信があるという

理解でいいでしょうか。 
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青山 [A]：はい、その通りでございます。 

[Q]：わかりました、以上です。ありがとうございました。 

青山 [A]：ありがとうございます。 

 

司会 [M]： 以上をもちまして決算説明会を終了させていただきます。 

本日はご参加いただきありがとうございました。 

青山 [A]：ご参加ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 
1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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